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第100回全国高等学校野球選手権記念大会　西東京大会

９月１日　始業式・防災訓練
　　４日　３年センター試験説明会
　　７日　１・２年スタディーサポート　　　　　　　　　
　　１１日　生徒会役員選挙
　　１２日　１年文理適性検査
　　　　　２年生徒対象修学旅行説明会
　　１６日　３年特進コース・一般受験クラス・普通コース（希望者）
　　　　　駿台・ベネッセマーク模試
　　１９日　１年キャリアガイダンス
　　２１日　グレースジャパンツアー到着
　　２2日　オーストラリア短期留学帰国
　　２７日　３年基礎学力到達度テスト
　　２８日　生徒総会
１０月２日　全校水泳大会
　　３日　キャリア講演会
　　４日　日本大学 創立記念日　
　　５日　グレースジャパンツアー出発
　　６日　受験生保護者対象入試学校説明会①
　　１３日　１年生徒・保護者対象進路説明会
　　１４日　３年特進コース・一般受験クラス・普通コース（希望者）
　　　　　駿台・ベネッセ記述模試
　　１６日　２年中間試験（～ １９日）

　　２１日　２年先発班修学旅行出発（～２６日）
　　２２日　２年後発班修学旅行出発（～２７日）
　　　　　１年中間試験（～２５日）
１１月１日　１年（普通・特進）・２年特進実力試験
　　２日　２年特進実力試験
　　４日　３年特進コース・一般受験クラス・普通コース（希望者）
　　　　　駿台・ベネッセマーク模試
　　７日　２年大学模擬講義
　　１０日　受験生保護者対象入試学校説明会②
　　１４日　３年期末試験（～１６日）
　　　　　２年生徒対象進路説明会
　　１７日　１年保護者対象修学旅行説明会
　　１９日　１・２年三者面談（～２１日）
　　　　　３年特進コース・一般受験クラス
　　　　　三者面談（～２１日）
　　２４日　１・２年コース選択〆切
　　　　　受験生保護者対象入試学校説明会③
１２月６日　１・２年期末試験（～１０日）
　　１２日　答案返却授業（～１３日）
　　２０日　終業式
　　２２日　冬期外部特別講習（～２８日）
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『
百
花
斉
放
〜
か
け
よ
う
七
色
の
帯
〜
』
に
寄
せ
て

学
校
長
　 

川
　
原
　
容
　
子

　
み
な
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
本
日
は
、
平
成

三
十
年
度
第
六
十
五
回
鶴
ヶ
丘
祭
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「
百
花
斉
放
～
か
け

よ
う
七
色
の
帯
～
」
で
す
。

テ
ー
マ
に
あ
る
百
花
と
は
、
多
く
の
花
、

様
々
な
花
を
、
斉
放
と
は
一
斉
に
ひ
ら
く
こ

と
を
意
味
し
、
文
学
や
、
芸
術
活
動
に
お
い

て
様
々
な
方
面
の
人
々
が
自
由
に
創
作
し
、

切
磋
琢
磨
し
て
い
く
様
を
表
し
て
も
い
ま

す
。今

年
の
テ
ー
マ
か
ら
思
い
出
さ
れ
た
言
葉

に
、
陶
芸
家
で
あ
る
河
井
寛
次
郎
氏
の
「
過

去
が
咲
い
て
ゐ
る
今　

未
来
の
蕾
で
一
杯
な

今
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
感
じ
て

い
る
喜
び
は
、
こ
れ
ま
で
種
を
蒔
き
、
水
や

り
を
怠
ら
ず
に
育
て
て
き
た
成
果
で
あ
る
と

い
う
も
の
で
、
柳
宋
悦
、
浜
田
庄
司
、
バ
ー

ナ
ー
ド
・
リ
ー
チ
な
ど
と
民
芸
運
動
で
活
躍

し
た
河
井
氏
ら
し
い
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。日

本
大
学
は
来
年
い
よ
い
よ
百
三
十
周
年

を
迎
え
、
本
校
は
今
年
で
創
設
六
十
八
年
目

を
迎
え
ま
す
。

大
学
か
ら
蒔
か
れ
た
一
粒
の
種
で
あ
る
本

校
が
、
日
本
大
学
の
教
育
理
念
で
あ
る
「
自

主
創
造
」に
加
え「
真
剣
力
行
」「
和
衷
協
同
」

の
三
校
訓
を
掲
げ
大
き
く
発
展
で
き
た
こ
と

に
、
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
歴
史
に
少
し
触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
大
学
学
祖
で
あ
る
山
田
顕
義

（
一
八
四
四
～
一
八
九
二
）
は
、
松
下
村
塾

の
門
下
生
で
あ
り
、
吉
田
松
陰
の
個
性
尊
重

の
教
育
に
基
づ
き
、共
同
・
勤
労
精
神
を
養
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
大
村
益
次
郎
か
ら
は

兵
法
を
学
び
、
の
ち
に
軍
人
と
し
て
の
才
能

も
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、
初
代
司

法
大
臣
と
な
っ
た
山
田
が
若
い
法
律
者
た
ち

を
全
面
的
に
支
援
し
、
日
本
大
学
の
前
身
で

あ
る
日
本
法
律
学
校
が
一
八
八
九
年
に
創
立

さ
れ
ま
し
た
。

本
校
は
、
一
九
五
一
年
に
日
本
大
学
農
獣

医
学
部
（
現
在
の
生
物
資
源
科
学
部
）
の
併

設
校
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
誕
生
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
先
人
の
方
た
ち
が
、

鶴
ヶ
丘
高
校
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
血
の
に

じ
む
よ
う
な
努
力
を
積
み
重
ね
て
く
だ
さ
っ

た
お
か
げ
で
、
現
在
の
鶴
ヶ
丘
高
校
の
姿
が

あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
伝
統
を
学
び
伝
え
て
行
く
使
命

を
本
校
教
職
員
と
本
校
生
徒
一
二
五
九
名
が

そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
い
で
い
ま
す
。
吉
田
松
陰

に
よ
っ
て
蒔
か
れ
た
種
が
、
こ
の
長
き
に
わ

た
る
激
動
の
歴
史
の
中
に
あ
っ
て
も
、
人
々

の
強
い
想
い
に
支
え
ら
れ
て
、
立
派
に
花
を

咲
か
せ
、
さ
ら
に
一
二
五
九
名
の
未
来
の
蕾

で
一
杯
な
今
で
す
。
生
徒
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ

の
特
色
や
魅
力
が
織
り
な
す
帯
に
込
め
ら
れ

た
文
化
祭
へ
の
想
い
を
、
ぜ
ひ
感
じ
取
っ
て

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
鶴
ヶ
丘
祭
開

催
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て
の
方
々

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
巻
頭
言
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第65回  鶴ヶ丘祭
百花斉放

〜かけよう七色の帯〜
2018／06／23・24
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鶴
ヶ
丘
祭

生
徒
会
指
導
部
主
任　

久
保
田　

善
政

六
月
二
十
三
日
（
土
）・
二
十
四
日
（
日
）

の
日
程
で
、
本
校
文
化
祭
、
鶴
ヶ
丘
祭

が
、「
百
花
斉
放　

～
か
け
よ
う
七
色
の

帯
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
。
開
催

時
期
が
梅
雨
時
の
六
月
で
は
あ
る
が
、
二

日
目
は
雨
が
上
り
、
五
千
人
を
超
え
る
来

場
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。一
・

二
年
生
が
劇
や
ゲ
ー
ム
等
の
発
表
・
参
加

型
企
画
、
三
年
生
が
模
擬
店
、
各
ク
ラ
ブ

の
企
画
や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
実
行
委
員
会

企
画
や
生
徒
会
企
画
、
有
志
団
体
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
大
い
に
鶴
ヶ
丘
高
校
最

大
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。
模

擬
店
の
売
り
上
げ
は
好
調
で
、
二
日
間
で

長
と
い
う
立

場
と
し
て
ま

と
め
る
こ
と

は
と
て
も
大

変
で
、
沢
山

悩
み
ま
し

た
。し
か
し
、

様
々
な
考
え

が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
自
分

と
は
違
う
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
人
で
は
絶
対
に

成
功
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
仲
間
が
い
て
く

れ
た
か
ら
こ
そ
、
最
後
ま
で
や
り
き
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
。

皆
さ
ん
の
一
生
の
思
い
出
に
残
る
よ
う

な
、
最
高
に
ア
ツ
く
て
キ
ラ
キ
ラ
し
た
文

化
祭
に
な
っ
て
い
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

百
花
斉
放

３
Ｊ　

高
橋　

タ
ケ
ル
（
御
成
門
中
）

今
回
の
鶴
ヶ
丘
祭
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

の
企
画
や
部
活
動
で
の
企
画
に
一
生
懸
命

に
な
る
生
徒
た
ち
が
相
互
に
支
え
合
っ
て

活
動
し
、
個
性
豊
か
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

例
え
ば
、
一
年
生
は
高
校
生
活
初
の

鶴
ヶ
丘
祭
で
高
校
生
活
が
始
ま
っ
て
間
も

二
十
万
円
以
上
を
売
り
上
げ
る
ク
ラ
ス
も

あ
っ
た
。
厚
生
委
員
会
の
バ
ザ
ー
の
売
り

上
げ
と
と
も
に
、
今
年
七
月
の
西
日
本
を

中
心
と
し
た
豪
雨
災
害
で
被
災
さ
れ
た

方
々
を
支
援
す
る
義
援
金
と
し
て
送
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
尚
、
各
企
画
で
の
受

賞
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

各
賞
受
賞
者

一
年
ク
ラ
ス
企
画

最
優
秀 

Ｅ
組　

優
秀 

Ｆ
組

二
年
ク
ラ
ス
企
画

最
優
秀 

Ｊ
組　

優
秀 

Ｅ
組

ミ
ス
鶴
ヶ
丘　
　
　

三
Ｈ　

片
木　

麻
綾

ミ
ス
タ
ー
鶴
ヶ
丘　

二
Ｅ　

大
澤　

海
斗

男
装　
　
　
　
　
　

三
Ｉ　

瓜
生　

芽
衣

女
装　
　
　
　
　
　

三
Ａ　

田
中　

直
人

カ
ラ
オ
ケ
大
会

優
勝　

ガ
リ
勉
（
加
藤
・
田
中
）

準
優
勝　　
　
　
　

浅
野　
　

環

鶴
ヶ
丘
祭
に
寄
せ
て

２
Ｆ　

木
田　

七
海
（
烏
山
中
）

今
年
の
鶴
ヶ
丘
祭
の
テ
ー
マ
は
「
百
花

斉
放
～
か
け
よ
う
七
色
の
帯
～
」
で
し

た
。“
か
け
る
＂
に
は
、
色
々
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。
虹
を
架
け
る
、
鶴
が
空
を
翔

る
…
…
。
そ
ん
な
、
沢
山
の
思
い
を
込
め

て
、“
か
け
よ
う
＂を
平
仮
名
に
し
ま
し
た
。

人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
考
え
て
い
る
こ
と

や
思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
、
委
員

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
力
強
い
団
結
力

で
ク
ラ
ス
の
企
画
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
一
方
で
、
二
年
生
は
去
年
の
鶴
ヶ
丘

祭
で
の
経
験
を
生
か
し
て
、
ご
来
場
く
だ

さ
っ
た
方
た
ち
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
活

動
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
三
年
生
は
初

め
て
の
模
擬
店
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
頭

を
悩
ま
せ
な
が
ら
も
、
ど
れ
も
食
欲
を
そ

そ
ら
れ
る
模
擬
店
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。以

上
の
よ
う
に
、
各
学
年
そ
し
て
各
ク

ラ
ス
、
お
互
い
に
支
え
合
っ
て
鶴
ヶ
丘
祭

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
な
か
で
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鶴
ヶ
丘
祭

は
、
私
た
ち
の
高
校
生
活
の
中
で
、
一
生

の
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
に
間
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
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今
ま
で
で
一
番
の
三
週
間

二
Ｈ　

関
根　

空
瑠
美
（
千
歳
中
）

こ
の
サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
私
に

と
っ
て
初
め
て
の
海
外
経
験
で
し
た
。
し

か
し
、
英
語
漬
け
の
毎
日
で
あ
り
な
が
ら

日
本
に
戻
り
た
い
と
思
う
こ
と
は
滞
在
中

に
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
理
由
の
１
つ
に
、Ｐ
Ａ（program
 

assistant

）の
存
在
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｐ
Ａ
は
主
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
に
在
学

中
の
大
学
生
か
大
学
院
生
で
す
。
彼
ら
は

授
業
後
、
外
が
暗
く
な
る
九
時
ご
ろ
ま
で

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
学
校
周
辺
の
散
策

を
企
画
し
て
く
れ
た
り
、
自
由
時
間
に
は

い
く
ら
で
も
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
大
学
内
の
授
業
で
も
イ
ギ
リ
ス
や
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
歴
史
に
触
れ
ら
れ
ま
す

が
、
彼
ら
は
実
際
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
の

学
校
生
活
か
ら
家
族
の
こ
と
ま
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
話
し
て
い
る
う
ち

に
仲
良
く
な
り
、
今
で
も
メ
ー
ル
で
や
り

取
り
し
て
い
る
Ｐ
Ａ
も
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
生
徒

は
、
誰
も
が
完
璧
な
英
語
力
を
持
っ
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
ほ

と
ん
ど
の
参
加
生
徒
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
英
語
の
ス
キ
ル
を
磨
こ
う
と
い
う
意

識
が
人
一
倍
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
お

か
げ
で
自
分
の
意
識
も
変
わ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
は
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の
朝

二
Ｄ　

影
山　

颯
大
（
石
川
台
中
）

朝
の
光
が
夜
ま
で
続
く
こ
の
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
に
別
れ
を
告
げ
よ
う
と
し
た
前
々

日
。
私
は
す
っ
か
り
い
つ
も
と
変
わ
ら
ぬ

日
常
と
な
っ
た
こ
の
生
活
を
終
え
る
準
備

を
し
な
が
ら
、
や
り
残
し
た
こ
と
は
な
い

の
か
と
回
想
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い

た
。
あ
っ
た
。
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
私

に
や
さ
し
く
色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ

た
紅
茶
店
の
彼
女
に
お
礼
を
告
げ
て
い
な

か
っ
た
。
体
の
動
く
ま
ま
に
手
紙
を
握
り

し
め
た
私
は
玄
関
を
飛
び
出
し
、
彼
女
に

お
礼
を
告
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
彼
女
が

教
え
て
く
れ
た
の
は
道
や
知
識
だ
け
で
は

な
い
。
遠
い
異
国
の
地
か
ら
や
っ
て
き
た

一
人
の
青
年
に
も
こ
こ
ま
で
し
て
く
れ
る

と
い
う
親
切
心
。
こ
れ
は
女
性
に
使
う
べ

き
で
は
な
い
と
思
う
が
、
ま
さ
に
英
国
紳

士
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
験
は
決
し

て
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

平成３０年度第１０回ケンブリッジ大学サマープログラム体験記
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オーストラリア海外語学研修【７月２７日〜８月１７日】

７ 月２７日 か ら ８ 月１７日 に か け て、Australiaの
BrisbaneにあるGrace Lutheran Collegeにてオー
ストラリア海外語学研修が行われました。今年度は
１５名の生徒（男子４名、女子１１名）が参加し、全日程
を大きなトラブルなく有意義に過ごすことができまし
た。

平日、生徒たちは、ESLという非英語圏の生徒を対
象としたクラスで英語を学んだり、現地校の日本語ク
ラスに参加し日本語を教えたり、Buddyと共に現地
校の授業に参加をしたりして過ごしました。生徒たち
が特に印象に残っているのは、Buddyと共に参加を
した現地校の授業だそうで、豚の解剖やコンピュータ
のプログラミングなど日本ではあまり体験できないこ
とが経験ができたと、嬉しそうに話していました。

週末はホストファミリーとともにゴールドコースト
などのビーチに行ったり、動物園にいきコアラやカン
ガルーを見たり、ホストファミリーに日本食を振る
舞ったりと家庭毎に素敵な時間を過ごしたようです。

約３週間の語学研修を通して、子どもたちの英語力
は非常にレベルアップしました。しかしその英語力以
上に成長が見られたのは、子どもたち一人一人の人間
的な成長です。日本とは大きく違う異文化の中で彼ら
が彼女たちが感じた全てのことが、成長するためのこ
やしになっていると感じた語学研修でした。
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ニュージーランド海外語学研修【７月２７日〜８月１９日】
今年度で６度目になるニュージーランド語学研修。今年は定員となる１６名の生徒が参加しました。

New Zealand, Christchurchから南西に160kmに位置する田舎町FairlieのMackenzie Collegeで３
週間を過ごしました。

最初は緊張しながら対面したホストファミリー。それでも下校後や週末にファミリーと過ごす中で、
いろいろな思い出ができました。研修の最後に恒例となっているフェアウェルパーティでは、涙なが
らに感謝の気持ちを伝えつつ、別れを惜しんだり、再会を誓ったりしていました。日本の保護者から
遠く離れた地で得た経験は、きっと人生の糧となるでしょう。

研修中は本校生徒の英語の授業だけでなく、現地校生徒の授業も受けます。授業の雰囲気の違いに
驚いた生徒も多かったです。また途中に、自然豊かで広大な氷河を見られるMount Cookまで足を伸
ばしたり、人口５番目の都市Dunedinに２泊３日滞在したりしました。

今年の参加者は全員１年生でしたので、次年度にはカナダでの修学旅行を予定しています。これか
らの人生で海外に行く機会も増えるでしょう。ぜひ、今回の語学研修での経験を活かして、よりよい
渡航にしてもらいたいです。
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２Ｊ　鎗　桃代（城西大城西中）
私は、今回のオーストラリア留学を終えてたくさんのことを

学び、また感じました。現地の⼈やホームステイ先の家族の優
しさを感じたり、⽇本では出来ないであろう沢⼭のことも経験
しました。しかしそんな楽しかった⽣活の中でも、相⼿の⾔っ
ていることがわからなかったり、⾃分の⾔いたいことが伝えら
れなかったり、⾟いことが楽しかったことと同じくらいありま
した。最初、あまり⾃主的に動けなかった私は家族との会話や、
学校での友達と会話をすることを、意識的ではないですが避け
ていた⾯がありました。⾃分から話すということをせず、多く
の“話す機会”を失ってしまっていました。そんな⾃分の弱さが
⾒え、嫌気がさし悔しくなりました。このまま会話をせず籠っ
ているのは簡単ですが、そこで諦めてしまったらこの留学に来
た意味がないと思い、そこからは出来るだけ⾃分から動くよう
に⼼がけました。そんな私の話を、家族や友⼈は真剣に聞いて
くれ、１番⼀緒にいたホストシスターとは趣味のことから将来
のことまでたくさんのことを話したりしました。

オーストラリアでは⽇本と全く違う“⽂化”を体験できました。
⽇本とは全く違う授業のやり⽅、様々な⾏事、⾷事はもちろん
のこと、会話の話題、話し⽅も違いました。⽇本にいては感じ
られない、このようなことを⽣で感じることができて毎⽇が楽
しかったです。また、⾃分が変わるきっかけを貰えたことにと
ても感謝しています。

オーストラリア短期留学（６月３０日〜９月２２日）

Grace Japan Tour 2018
担当　蔦原　玲（国際交流）

平成30年９月21日（金）～10月５日（金）の間、本校の姉妹
校であるGrace Lutheran CollegeのJAPAN TOURが行われ
た。今年は20名のGrace高校の生徒が来日し、本校の生徒との
親睦を深めながら日本という国や文化への理解を深めた。

本校においての一番のビッグイベントは、なんといっても３
泊４日のホームステイである。鶴高生から募った有志20名の生
徒がホストファミリーを務め、３日間寝食を共にし本物の絆を
作り上げた。また本校の授業にもGrace校の生徒たちに参加し
てもらい、「リアルな日本の高校生体験」をしてもらった。

他にも、本校茶華道部・剣道部の協力のもと日本文化体験や、
杉並和泉学園との1日交流など盛りだくさんの日程となってい
た。

別れの瞬間には、ホストファミリー生徒の中には涙を流し
ている者もいた。「でも、必ずまた会えるから。」と言い涙を
拭く彼らの姿から、短い時間ではあったもののこのJAPAN　
TOURを通して受け入れ側である我々にとっても大きな成長の
機会であったことを見てとることができた。
「これからも、両校の絆をさらに確かな強いものに」という

言葉をGrace校の先生からいただいた。友情は、自動的に続い
ていくものではなく、続けようとして初めて形になっていくも
のである。生徒たちには、海の向こうにできた大切な友達と、
これからも友達のままでいてほしいと切に願う。その姿勢がも
たらしてくれるものは人生の財産になるであろう。
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第
六
十
五
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
国
高
等
学
校
放
送

コ
ン
テ
ス
ト
︵
全
国
大
会
︶

五
部
門
出
場

二
Ｉ　

木
澤　

り
さ
子
（
南
六
郷
中
）

昨
年
、
私
た
ち
が
本
誌
で
宣
言
し
た

「
十
二
年
連
続
全
国
大
会
出
場
」
と
い
う

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
前
哨
戦
で
あ
る
東
京
都
大
会
に
お

い
て
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門
︹
宮
本
遥
（
三

Ｄ
）︺
優
勝
、
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部

門
﹃
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ　

Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
﹄

優
勝
、ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門
﹃
砂
漠
に
て
﹄

優
勝
、
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
部
門
﹃
お

前
の
目
を
掻
い
潜
る
﹄
優
勝
、
研
究
発
表

部
門
﹃
フ
レ
ー
ム
レ
ー
ト
で
変
わ
る
世

界
﹄
第
二
位
と
な
り
、
合
計
五
部
門
で
の

全
国
大
会
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
都
大
会

で
の
四
部
門
優
勝
は
本
校
放
送
部
史
上
初

の
快
挙
で
あ
り
、
合
わ
せ
て
総
合
成
績
で

も
五
十
四
校
中
の
ト
ッ
プ
で
、
総
合
優
勝

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
準
決
勝
に
は
進
出
で

き
ず
、
全
国
大
会
入
賞
の
レ
ベ
ル
に
は
今

一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
悔
し
さ

を
バ
ネ
に
し
て
、
今
後
さ
ら
に
実
力
を
伸

ば
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
放
送
部
の
課

題
で
す
。
来
年
は
「
十
三
年
連
続
全
国
大

会
出
場
」
と
い
う
報
告
を
必
ず
で
き
る
よ

う
部
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

放
送
部
の
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
！

第
四
十
二
回

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

︵
二
〇
一
八
信
州
総
文
祭
︶

放
送
︵
朗
読
︶
部
門
出
場

三
Ｂ　

岸
田　

寧
（々
広
島
市
立
国
泰
寺
中
）

私
は
こ
の
夏
、
第
四
十
二
回
全
国
高
等

学
校
総
合
文
化
祭
（
放
送
部
門
）
の
朗
読

部
門
に
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
文
祭
は
「
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
」

と
称
さ
れ
る
大
き
な
大
会
で
す
。
昨
年
の

秋
の
都
大
会
で
出
場
が
決
定
し
た
時
は
、

ま
さ
に
夢
心
地
で
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

開
催
地
の
長
野
県
岡
谷
市
に
つ
い
た
時

は
、
空
気
も
新
鮮
で
、
地
元
の
人
も
歓
迎

し
て
く
れ
て
、
大
会
に
き
た
と
は
思
え
な

い
よ
う
な
安
心
感
を
覚
え
ま
し
た
。
本
番

直
前
、
こ
れ
が
高
校
生
活
最
後
の
朗
読
な

の
だ
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
緊
張
で
自

分
の
心
音
が
う
る
さ
く
聞
こ
え
る
ほ
ど
で

し
た
。
し
か
し
い
ざ
舞
台
に
立
っ
て
読
み

始
め
る
と
、
心
音
は
一
気
に
消
え
去
り
、

大
勢
の
前
で
朗
読
を
す
る
緊
張
よ
り
も
、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
高
校
生
に
自
分
の
朗

読
を
聞
い
て
も
ら
え
る
の
だ
と
い
う
喜
び

の
ほ
う
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

結
果
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
二
位
と
全
国
ベ
ス

ト
十
六
と
い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
悔
い
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
今
の
全
力
を
出
し

き
り
、
都
大
会
で
一
度
も
勝
つ
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
相
手
に
勝
ち
、
東
京
都
出
場

者
の
中
で
は
一
番
良
い
成
績
だ
と
知
り
、

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
の
総
文
祭
の
舞
台
は
佐
賀
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
多
く
の
部
員
が
自
分
ら
し
い

ア
ナ
ウ
ン
ス
や
朗
読
、
作
品
制
作
が
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
皆

様
よ
り
温
か
い
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度

全
日
本
高
等
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

負
け
な
い
気
持
ち

二
Ｃ　

伊
郷　

太
貴
（
清
明
学
園
中
）

今
回
、
東
京
都
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選

で
勝
ち
上
が
る
こ
と
が
で
き
、
自
分
の
夢

で
あ
り
、
目
標
で
あ
っ
た
全
国
大
会
と
い

う
大
き
な
舞
台
に
立
つ
こ
と
が
出
来
た
。

中
学
の
頃
は
団
体
戦
で
出
場
し
た
が
個
人

戦
で
は
上
手
く
い
か
ず
、
結
果
を
出
せ
ず

に
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
そ
の
た
め
、
今

年
の
大
会
こ
そ
は
出
て
や
ろ
う
と
強
い
気
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持
ち
で
臨
ん
で
い
た
。
全
国
決
め
の
対
戦

相
手
は
中
学
の
頃
に
よ
く
戦
っ
て
い
た
相

手
だ
っ
た
が
、
全
て
に
お
い
て
格
上
だ
っ

た
の
で
不
安
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
ん
な

中
、
相
方
の
木
庭
君
と
話
し
合
っ
た
。
二

人
で
や
る
べ
き
事
を
話
し
合
い
、
そ
れ
を

徹
底
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
お
陰
で
安
心

し
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
プ
レ
ー
が
で
き
、

迷
う
こ
と
な
く
自
分
が
決
め
た
コ
ー
ス
に

ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
が
出
来
た
。
攻
め
な

き
ゃ
勝
て
な
い
。
ミ
ス
し
な
い
。
サ
ー
ブ

の
確
率
。
気
持
ち
で
負
け
る
な
。
そ
ん
な

こ
と
を
試
合
中
考
え
て
い
た
。
冷
静
に
対

応
で
き
た
の
は
ペ
ア
の
木
庭
君
、
そ
し
て

応
援
し
て
く
れ
た
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
っ
た
。

全
国
大
会
で
は
、
中
学
の
頃
か
ら
活
躍

し
て
い
る
選
手
や
自
分
が
憧
れ
て
い
る
選

手
が
た
く
さ
ん
い
た
。
実
際
に
自
分
が
そ

の
人
達
の
動
画
を
見
た
り
し
て
打
ち
方
を

ま
ね
し
た
り
、
試
合
の
中
で
の
球
回
し
な

ど
を
研
究
し
て
い
た
の
で
、
そ
れ
を
目
の

前
で
見
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

試
合
を
見
て
感
じ
た
の
は
「
気
持
ち
の
強

さ
」
で
あ
っ
た
。
負
け
て
い
る
時
で
も
攻

め
続
け
る
気
持
ち
が
大
切
な
ん
だ
、
と
い

う
こ
と
を
悟
っ
た
。
自
分
は
初
戦
負
け

だ
っ
た
が
、
い
い
物
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ

た
。
こ
れ
ら
を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
し
、
嫌
な
こ
と
と
も
向

き
合
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
来
年
も
こ

の
舞
台
に
戻
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

一
番
の
舞
台
に
立
っ
て　

二
Ｄ　

木
庭　

直
哉
（
深
沢
中
学
校
）

私
が
な
ぜ
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で
き

た
の
か
、
ま
ず
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
大
好
き

だ
か
ら
で
す
。
こ
の
気
持
ち
は
間
違
い
な

く
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
ペ
ア
の

伊
郷
君
の
存
在
で
す
。
中
学
の
頃
、
東
京

で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
て
知
ら
な

い
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
伊
郷

君
だ
け
が
強
く
て
も
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
は

出
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

出
る
こ
と
を
目
標
に
毎
日
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

の
こ
と
だ
け
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
高
校
生
の
夢
の
舞
台
で
あ
る
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
を
か
け
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予

選
が
始
ま
り
ま
し
た
。
初
日
は
順
調
に
勝

ち
進
み
、
勝
ち
残
り
の
日
を
迎
え
ま
し

た
。
苦
し
い
試
合
も
あ
り
ま
し
た
が
ベ
ス

ト
十
六
に
入
り
あ
と
一
勝
で
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
と
い
う
と
こ
ろ
で
当
た
っ
た
の
が
、
東

京
で
一
番
強
い
駒
大
高
校
の
二
番
手
で
し

た
。
超
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
で
挑
み
、
フ
ァ

イ
ナ
ル
で
見
事
勝
利
し
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を

決
め
ま
し
た
。
今
ま
で
の
テ
ニ
ス
人
生
で

一
番
嬉
し
い
瞬
間
で
、
伊
郷
君
と
抱
き

合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。

そ
し
て
迎
え
た
八
月
四
日
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
個
人
戦
初
日
。
試
合
前
は
緊
張
は
全
く

無
く
落
ち
着
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
い

ざ
コ
ー
ト
に
立
つ
と
身
体
は
固
ま
り
声
も

出
ず
、
極
度
の
緊
張
が
起
こ
り
ま
し
た
。

お
そ
ら
く
実
力
で
は
全
く
劣
っ
て
な
ど
い

な
い
は
ず
の
相
手
な
の
に
、
思
い
通
り
の

プ
レ
ー
が
で
き
ず
簡
単
に
三
ゲ
ー
ム
取
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
来
て
や
っ

と
調
子
が
戻
っ
た
の
か
、
な
ん
と
な
く
自

分
の
プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
一

ゲ
ー
ム
取
り
ま
し
た
。
し
か
し
相
手
の
勢

い
は
止
め
ら
れ
ず
、
私
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

は
す
ぐ
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
悔

し
さ
と
い
う
よ
り
疑
問
を
抱
い
て
い
ま
し

た
。「
な
ぜ
な
の
か
、
ど
う
し
て
負
け
た

の
か
、
相
手
も
同
じ
状
況
な
の
に
。」
こ

の
経
験
を
忘
れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な

げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。
幸
い
に
も
我
々

は
ま
だ
二
年
な
の
で
、
来
年
も
チ
ャ
ン
ス

が
あ
り
ま
す
。　

毎
日
の
練
習
で
上
を
目
指
す
こ
と
を
意

識
し
て
少
し
ず
つ
で
も
実
力
を
上
げ
て
、

ま
ず
は
東
京
で
一
番
に
な
る
こ
と
。
そ
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
勝
ち
上
が
る
こ
と

を
常
に
目
標
に
し
ま
す
。
先
生
や
部
の
仲

間
や
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
そ
し
て
な
に
よ
り
も
自
分
ら
し
さ
を

出
せ
る
プ
レ
ー
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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第10回体育祭が11月６日（火）、予備日として９日（金）、アミ
ノバイタルフィールドにて開催されるはずであった。残念ながら
いずれの日もあいにくの雨となり、中止となってしまった。この
体育祭は、体育祭実行委員会と生徒会役員会を中心に、放送部や
陸上部、料理部の協力も得て準備を進めていた。当日は平常授業
となったが、生徒たちが日々練習し準備してきた応援パフォーマ
ンスの披露の場を、ということで急遽５・６校時に体育館で応援
合戦が開催された。三年生を中心とした各団の創意工夫を凝らし
た熱いパフォーマンスに、生徒たちの大声援が加わって大きな盛
り上がりを見せていた。予定していた競技プログラムは左記の通
りである。

プログラム

【午前の部】
　①　開会式　　　　　　　　　
　　　開会宣言
　　　校歌斉唱
　　　学校長挨拶
　　　優勝旗返還
　　　選手宣誓
　　　 競技上の注意
　　　準備体操
　②　徒競走　　　
　③　障害物競争
　④　台風の目
　⑤　棒引き
　⑥　騎馬戦
　⑦　部活動対抗リレー　　　　　　　

【午後の部】
　⑧　応援合戦　　　　　　
　⑨　１年クラス全員リレー　　
　⑩　大縄跳び　　　　
　⑪　いかだ流し　　　　　　　
　⑫　２年色別対抗リレー　
　⑬　３年色別対抗リレー　　　　　
　⑭　閉会式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　成績発表
　　　優勝杯授与
　　　講評
　　　閉会宣言

第10回　体育祭
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体育祭実行委員長　２E　出口　健（銀座中）
今年の体育祭は中止になってしまいましたが、応援団発表の盛り上がりは印象的でした。どの団も

個性が出ていて踊っている人はもちろんの事、見ている人も笑顔が絶えることなく体育館全体が楽し
んでいるのが心に残っています。なかなか味わうことのできない時間でした。

体育祭の競技はできませんでしたが、応援団をはじめ一つの目標に向かって仲間と何かを成し遂げ
る事の素晴らしさを改めて感じました。来年は必ず開催できることを心から願っています。
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平
成
三
十
年
度
特
待
生
・
奨
学
生

七
月
十
四
日
（
土
）
に
、
本
校
図
書
館

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
今
年
度
の
日

本
大
学
特
待
生
と
、
本
校
奨
学
生
に
対
す

る
授
与
式
が
保
護
者
同
伴
の
も
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

受
賞
者
氏
名

日
本
大
学
特
待
生

三
Ａ　

久
保　

柚　
（
稲
城
五
中
）

三
Ｅ　

井
上　

花
純
（
牛
込
一
中
）

二
Ａ　

髙
橋　

陽
南
（
橘
中
）

二
Ｃ　

岡
島　

純
菜
（
芦
花
中
）

日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
等
学
校
奨
学
生

◎
第
一
種

三
Ｆ　

太
田　

結
花
（
北
沢
中
）

三
Ｌ　

千
木
良　

亮
磨
（
千
歳
中
）

三
Ｌ　

中
野　

瑶
己

（
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
日
本
人
学
校
）

三
Ｌ　

樋
口　

菜
花
（
東
蒲
中
）

二
Ｄ　

岡
田　

佳
奈

（
さ
い
た
ま
市
立
八
王
子
中
）

二
Ｄ　

窪
田　

明
日
香（
上
石
神
井
中
）

二
Ｊ　

谷
合　

望
々
（
由
木
中
）

二
Ｊ　

若
生　

あ
か
り
（
松
江
六
中
）

◎
第
二
種

一
Ｅ　

難
波　

桃
子

（
サ
ン
パ
ウ
ロ
日
本
人
学
校
）

一
Ｅ　

三
村　

和
楓
（
千
歳
中
）

一
Ｌ　

草
野　

伊
武
紀
（
千
歳
中
）

一
Ｌ　

橋
本　

夏
実
（
東
村
山
四
中
）

一
Ｍ　

金
子　

航
（
向
陽
中
）

一
Ｍ　

村
田　

瑞
季（
滝
野
川
紅
葉
中
）

日
本
大
学
鶴
ヶ
丘
高
等
学
校
英
明
奨
学
生

◎
第
一
種

三
Ｂ　

上
垣
外　

将
隆
（
貝
塚
中
）

三
Ｇ　

原　

優
介
（
常
盤
中
）

三
Ｋ　

梅
影　

七
菜
（
生
田
中
）

三
Ｌ　

福
田　

楽
人（

渋
谷
区
立
本
町
中
）

二
Ｃ　

立
花　

桃
茄
（
三
鷹
四
中
）

二
Ｊ　

永
野　

優
衣
（
烏
山
中
）

二
Ｊ　

降
簱　

怜
子
（
成
蹊
中
）

二
Ｊ　

若
村　

賢
斗
（
桐
ケ
丘
中
）

一
Ｄ　

稲
垣　

晴
香
（
生
田
中
）

一
Ｋ　

藤
田　

彩
花
（
北
沢
中
）

一
Ｌ　

鈴
木　

蘭
乃
（
向
陽
中
）

一
Ｌ　

田
村　

伊
央
奈
（
中
野
二
中
）

第23回 校内スピーチコンテスト
平成３０年６月９日（土）より、本校多目的ホールに於いてスピーチコンテストが開催された。

今年の参加者は９名で、全て１年生であった。各々が選りすぐりの思い入れのあるテーマを題材
に、４分間の英語スピーチに挑戦した。以下はコンテストの結果である。

　第１位　１Ｊ　菊池　結月（志茂田中）
　　『What can we do? 〜 communication 〜』
　第２位　１Ｍ　橘　明日香（渋谷本町学園中）
　　『Maternity Harassment』
　第３位　１Ｄ　志村　夏実（深川七中）
　　『Making a better world』　

第１位に輝いた菊池結月は、日本大学本部主
催の第４０回スピーチコンテストに鶴ヶ丘高校代
表として参加した。惜しくも入賞は逃したもの
の、グローバル社会に生きる私達現代人に求め
られるコミュニケーション力について心のこ
もったスピーチを披露した。

広　報　室
〈異動（転出）〉

渡
わた

邉
なべ

　耕
こう

平
へい

（事務課員）
平成30年７月１日付で、日本大学法学部管財課へ異動されました。
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で
自
分
の
仕
事
を
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

書　

記　

鈴
木　

源
人
（
一
Ａ
・
西
台
中
）

先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
鶴
高
の
よ
き
伝
統
を

守
り
、
よ
り
良
い
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。
前
期

は
学
級
委
員
会
に
参
加
し
、
鶴
高
の
良
さ
を
た
く
さ
ん

知
り
ま
し
た
。
学
校
行
事
な
ど
、
皆
さ
ん
の
活
動
を
支

え
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、生
徒
会
役
員
と
し
て
、

責
任
の
あ
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
皆
さ
ん

の
意
見
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
た
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

書　

記　

瀬
戸
口　

桃
夏
（
一
Ｊ
・
桜
川
中
）

私
は
前
期
鶴
ヶ
丘
祭
実
行
委
員
と
し
て
仕
事
を
し
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
生
徒
会
役
員
と
し
て
生
徒
の

声
に
寄
り
添
い
、
少
し
で
も
快
適
に
、
楽
し
く
学
校
生

活
を
送
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

会　

計　

小
泉　

慧
太
（
二
Ｈ
・
烏
山
中
）

私
は
今
年
で
生
徒
会
会
計
は
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
で
き
る
仕
事
は
し
っ
か
り
と
遂
行
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

会　

計　

田
村　

隆
太
朗
（
一
Ｅ
・
浅
間
中
）

多
く
の
人
の
助
け
に
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と

で
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
新
し
い
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
こ
と
で
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
で
す
。

会　

長　

影
山　

颯
大
（
二
Ｄ
・
石
川
台
中
）

私
は
昨
年
よ
り
生
徒
会
役
員
と
し
て
こ
の
学
校
の
た

め
、
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
生
徒
の

み
な
さ
ん
の
協
力
あ
っ
て
こ
そ
の
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
会
長
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
無
理
に
こ
の
学
校

を
変
え
よ
う
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ん
の
意

見
を
第
一
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
何
の
た
め
に
？
よ
り

良
い
学
校
づ
く
り
の
た
め
に
。

副
会
長　

加
藤　

真
尋
（
二
Ｃ
・
西
池
袋
中
）

昨
年
も
生
徒
会
副
会
長
を
や
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

昨
年
と
は
ま
た
一
味
違
っ
た
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
を
迎

え
た
こ
の
生
徒
会
で
私
自
身
の
視
野
も
広
げ
て
、
仲
間

と
も
協
力
し
あ
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
の
皆
さ

ん
と
も
つ
な
が
り
を
持
ち
、
新
し
い
鶴
ヶ
丘
高
校
を
築

き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

副
会
長　

藤
春　

織
音
（
一
Ｆ
・
国
立
三
中
）

教
育
改
革
が
進
め
ら
れ
て
い
る
今
、
も
っ
と
授
業
が

受
け
や
す
く
楽
し
い
学
校
に
し
て
い
け
る
よ
う
に
全
力

第５１期
生徒会役員紹介

今年度より、１・２年生は生徒１人１台
iPad環境が実現しました。今年は教育改革（高
大接続改革）スタートの年であり、「主体的で
対話的で深い学び」の実践が求められます。
各教科でロイロノート等のアプリを活用し、
組織的な授業改善を実施しています。また、
１年生ではｅポートフォリオを用いて、行事
や各種試験後を中心に振り返りを行っていま
す。なお、７月に開催された「Classi活用研究
会」において本校のポートフォリオの取り組
み内容を講演しました。これらのＩＣＴ機器
を活用した取り組みを通して、学力の３要素

（「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「主
体的に学習に取り組む態度」）、２１世紀型スキ
ル、特にメタ認知能力の伸張を図っています。

ＩＣＴ活用推進プロジェクトより
ＩＣＴレポート

ＩＣＴ活用推進主任　近藤　明宏
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▽国体選考会（７/１５・１６・２１）
都ベスト２４

　　藤原　美月・林崎菜々子
▽城西地区大会（８/１３・２７）

ベスト１６
　　藤原　美月・林崎菜々子
　　藤間　彩花（２Ｉ・篠崎二中）・
　　三浦　花織（２Ｈ・三鷹一中）
　　嶋村　南璃（２Ｈ・打越中）・
　　岩崎　柚来（１Ｉ・深沢中）
▽私学大会個人戦（８/１４・１６）

都ベスト32
　　藤原　美月・林崎菜々子
　　藤間　彩花・三浦　花織
▽私学大会団体戦（８/１５）

３部　優勝
▽新人大会（８/２２・２３）

都ベスト16
　　藤原　美月・林崎菜々子　
▽普及大会（９/９）

ブロック優勝
　　嶋村　南璃・
　　杉野　海愛（１Ａ・金井中）
▽九支部大会（９/１６）

第２位

■バドミントン部
▽高体連インターハイ予選団体戦（６/１０・

１７）
男子団体 ４回戦 西ブロック ベスト１６
女子団体 ３回戦 西ブロック ベスト３２

▽高校生オープン団体戦（８/３０・３１）
男女団体出場

▽夏合宿（８/２～６） 長野県佐久市
▽高体連バドミントン選手権（８/１４・１５）

女子ダブルス　４回戦　ベスト８
▽高体連新人戦Ⅰ部ダブルス（関東選抜予

選）（８/１４～２２）
男子ダブルス　４回戦
女子ダブルス　４回戦

▽練馬区高校生大会（ダブルス）（８/１９）
女子ダブルス　ベスト８

▽杉並区民祭高校生の部（８/２２・２４）
男子シングルス　優勝

北野　裕己（２Ｂ・赤羽岩渕中）
男子ダブルス　優勝

　　栁　　拓臣（２Ａ　大森二中）・
　　北野　裕己
▽第九支部大会（団体）（８/２６）

男子団体　３位
女子団体　３位

▽高体連新人戦Ⅰ部シングルス（関東選抜
予選）（９/３０・１０/７・１０/８）
男子シングルス　４回戦　ベスト３９

▽高体連新人大会（全国選抜予選）（団体）
（１１/４～）

■剣道部
▽玉竜旗大会（７/２４～７/２６ マリンメッセ

福岡）
女子団体　１回戦

本校 １人残し勝 久留米高（福岡県）
女子団体　２回戦

　　本校 １人残し負 伊万里高（佐賀県）
▽桜門旗大会（８/１４　とどろきアリーナ）

女子団体　１回戦
　　本校２-１千葉明徳（千葉）
　女子団体　２回戦
　　本校１-２和歌山工業（和歌山）
▽山内旗大会（８/１６　東京武道館）

女子団体　１回戦
　　本校１（２）-１（１）大多喜高（千葉）
　女子団体　２回戦
　　本校４-０法政二高（神奈川）
　女子団体　３回戦
　　本校１-０五泉（新潟）
　女子団体　４回戦　※ベスト１６
　　本校０-３久御山（京都）
▽日本大学体育大会高校の部（９/１０　理工

学部スポーツアリーナ）

　女子団体　予選リーグ１回戦
　　本校３-０日大三島
　女子団体　予選リーグ２回戦
　　本校３-０日大東北
　女子団体　予選リーグ３回戦
　　本校１-１日大習志野

日大習志野と同点ながら勝者数差で予
選敗退

▽東京都私学第９支部大会（９/１７　新渡戸
文化学園体育館）
女子団体　予選リーグ１回戦

本校３-０大妻中野
女子団体　予選リーグ２回戦

　　本校４-０専大附属
　決勝リーグ１回戦
　　本校４-１国学院久我山
　決勝リーグ２回戦　※準優勝
　　本校０-２文大杉並

■空手道部
▽第４７回関東高等学校空手道大会（６/９・

６/１０ 於：茨城県武道館）
　女子団体形　１回戦
　　本校２-３拓殖大学紅陵
　女子団体組手　１回戦
　　本校３-１麗澤
　女子団体組手　２回戦
　　本校０-３埼玉栄
　女子個人形　１回戦
　　川上　菜菜０－５本島　里桜

（県立前橋工業）
▽東京都高等学校インターハイ予選（６/１７

於：国士舘）
男子団体組手　第３位
女子団体組手　第２位
女子個人形　第３位

　　川上　菜菜（３Ｅ・明海中）
▽東京都秋季大会（１０/２８・１１/４ 於：国士

舘）
男子団体形　第３位
男子団体組手　第３位
女子団体形　第２位
女子団体組手　第２位
女子個人形　第２位

　　軍司　佳歩（２C・三鷹一中）

■ウエイトリフティング部
▽第３０回東京都秋季ウエイトリフティン

グ選手権大会（９/３０）
男子６２kg級　トータル１２５㎏　２位

小林（１Ｂ・三沢中）
　男子７７kg級　トータル1６２㎏　１位
　　蛯名　　廉（１Ｌ・落合二中）
　男子８５kg級　トータル1５３㎏　２位
　　田中　健太（１Ｂ・十条富士見中）
　女子５８kg級　トータル1２２㎏　２位
　　橋本　夏実（１Ｌ・東村山四中）

■放送部
▽第６５回ＮＨＫ杯全国高等学校放送コン

テスト東京都大会（予選６/３、決勝６/
１７）

　【アナウンス部門】
　　優勝　宮本　　遥（３Ｄ・山王中）

※全国大会出場
　【ラジオドキュメント部門】
　　優勝　ＳＡＴＯＳＨＩ　ＣＬＡＳＳ　
　　制作代表：柴田　　幸（３Ｆ・西葛西中）

※全国大会出場
　【テレビドキュメント部門】
　　優勝　お前の眼を掻い潜る
　　制作代表：森村　悠哉（３Ａ・大森四中）

※全国大会出場
　４位　合わせることはいいことか？
　　制作代表：木澤りさ子（２Ｉ・南六郷中）
　【創作ラジオドラマ部門】
　　優勝　砂漠にて
　　制作代表：奈良原幸拓（３Ｉ・西宮中）

※全国大会出場
　【研究発表部門】

　　２位　フレームレートで変わる世界
　　制作代表：上垣外将隆（３Ｂ・貝塚中）

※全国大会出場
◎上記の結果により、東京都総合優勝

となりました。
▽第４２回全国高等学校総合文化祭長野大

会・信州総文祭２０１８（８/９･１０）
　【朗読部門】

ブロック２位（ベスト１６）
　　岸田　寧々（３Ｂ・国泰寺中）

■英語部
▽ 第９回　「神戸女学院大学　絵本翻訳コ

ンクール」参加
井口未由希（２Ｊ・北沢中）

■演劇部
▽第４１回東京都高等学校文化祭演劇部門

城西地区大会（９/２３）
顧問作「屋上の話」

最優秀賞受賞 中央発表会（都大会）に
推薦される

▽東京都中央発表会（１１/１７）
東京芸術劇場シアターウエストにて上
演

■吹奏楽部
▽鶴ヶ丘祭での演奏（６/２４）
▽第５８回東京都高等学校吹奏楽コンクー

ル Ａ組　銅賞（８/１２）
▽校内アンサンブルコンサート（１０/７）
▽第１０回杉並納税街頭キャンペーン　パ

レード演奏（１０/２８）

■バトントワリング部
▽永福体育館落成式　演技披露 （８/３）
▽東京都バトン協会バトントワーリング

コンテスト　小平市大会 （８/１８）
１年生１０名

　　入門　金賞受賞　　
　２年生１０名
　　初級・中級　金賞・銀賞受賞
　　堀江　香凪 （2Ｆ・八王子五中）
　　　中級金賞受賞
　　末藤梨々花 （２Ｊ・烏山中）
　　　中級金賞受賞
▽杉並区納税キャンペーンパレード （１０/

２８）
▽日本大学商学部砧祭パレード （１１/４）
▽東京都バトン協会バトントワーリング

コンテスト　品川区大会 （１１/１８）
１年生13名
入門・初級　金賞・銀賞受賞
板垣　　凜 （２Ｂ・明星中）

　　中級金賞受賞
　西　穂乃佳 （２Ｃ・富士中）
　　中級金賞受賞
　渋谷　美羽 （２Ｆ・加賀中）
　　中級金賞受賞
　椎葉　百香 （２Ｇ・宮崎中）
　　中級金賞受賞
　綠川　珠菜 （２Ｇ・深川三中） 
　　中級金賞受賞
　田中　千茜 （２Ｊ・足立七中） 
　　中級金賞受賞

■料理部
▽点心に挑戦（４/２）
▽生地から作るイタリア料理（４/３）
▽１年生歓迎会（５/２９）
▽料理検定２級３級・菓子検定２級３級受

検（１２名合格、６/８）
▽文化祭チョコパイ販売、料理部考案Ｔ

ＦＴお弁当販売（６/２３、２４）
▽ＪＩＣＡ訪問（７/２２）
▽生物資源科学部による食品開発レクチャー
（８/２２）

▽食品開発＆食品加工実習
＠生物資源科学部（８/３０）
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■ ■ ■ 部活動報告 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■
■スキー部
▽プールトレーニング
　本校屋内プール
　　７/２１、２３、２５、２７、２８
▽プラスノーキャンプ
　丸沼高原サマーゲレンデ
　　８/２２～２４
▽チューンアップ講習会
　本校教室：１０/３１、１１/７
▽見極め雪上トレーニング
　狭山スキー場：１１/２０、１２/１１

■陸上競技部
▽第４７回東京高体連陸上第４支部陸上競

技学年別・１年生大会（６/９・１０）
　１年男子　８００ｍ　２.０９.６５　７位
　　野澤　雅治（１Ｂ・南浦和中）
　１年男子　走幅跳　５ｍ６５　６位
　　内田颯一郎（１Ａ・平戸中）
　２年男子　４００ｍ　５２.８８　２位
　　久保田瑶生（２Ｅ・弥栄中）
　２年男子　１５００ｍ　４.２８.４４　３位
　　小川　晃生（２Ｄ・狛江二中）
　共通男子三段跳　１２ｍ９７　２位
　　髙橋　陽南（２Ａ・橘中）　
　２・３年男子走幅跳　６ｍ２４　５位
　　髙橋　陽南
　共通女子３０００ｍ　１１.４９.９６　３位
　　吉野　　萌（２Ｈ・姪浜中）
　女子４×４００ｍＲ　４.２９.４９　８位
　　野中かおり（２Ｄ・西宮中）・
　　吉野　　萌・
　　河邊　　咲（２Ｊ・板橋三中）・
　　矢部　恵子（１Ｋ・上板橋三中）

この結果、１年男子の入賞者である野
澤・内田と、男子三段跳で標準記録に
達した髙橋の３名が都大会進出となった。

▽第３９回東京都高体連選抜陸上競技大会
兼東京都高等学校一年生大会（７/１４・
１５）

　１年男子　８００ｍ　２.１４.９９　予選敗退
　　野澤　雅治
　１年男子　走幅跳　５ｍ７５　予選敗退
　　内田颯一郎
　男子三段跳　１３ｍ０４　予選敗退
　　髙橋　陽南
▽第７２回東京私立中高８・９支部大会（８/

１８）
　男子１００ｍ　１２.１１　５位
　　長谷川　由（２Ｇ・調布中）
　男子１００ｍ　１２.３１　７位
　　内田颯一郎
　男子４００ｍ　５３.４１　６位
　　久保田瑶生
　男子１５００ｍ　４.２８.１２　４位
　　小川　晃生
　男子１５００ｍ　４.３４.９８　８位
　　野澤　雅治
　走幅跳　６ｍ１５　２位
　　髙橋　陽南
　走幅跳　５ｍ９３　５位
　　内田颯一郎　
　女子１００ｍ　１４.４３　７位
　　矢部　恵子
　女子１５００ｍ　５.２３.７４　５位
　　簔口　優奈（１Ａ・生田中）
　女子１５００ｍ　５.２８.３３　６位　
　　河邊　　咲
　女子１５００ｍ　５.３２.４７　８位　
　　吉野　　萌

この結果、男子総合４位、女子総合６位
に入賞した。

■野球部
▽第１００回全国高等学校野球選手権記念大

会 西東京大会（７/７～７/３０）
　西東京大会準優勝
　１回戦　本校１０-０都立清瀬

　２回戦　本校６-５都立永山
　３回戦　本校７-０明大明治
　４回戦　本校１９-１５明大中野八王子
　５回戦　本校３-２創価
　準決勝　本校７-５国士舘
　決　勝　本校３-５日大三高

■サッカー部
▽全国高校サッカー選手権東京都予選
　１回戦　本校８-０聖学院
　２回戦　本校０-３東工大附属

■女子バスケットボール部
▽平成３０年度東京都総合体育大会兼全国大

会東京都予選
　６/３（日）第３回戦　Ｄシード獲得戦
　　本校４０-５６京華女子高

※結果：Ｄシード獲得ならず、３年
生は引退

▽平成３０年度夏季大会（Ｅ・Ｈ地区合同ブ
ロック大会１６校）

　 ８/１９（日）第１回戦
　　本校５３-２９都立瑞穂農芸高
　 ８/２０（月）第２回戦
　　本校３５-５６都立小平西高

※結果：Ｒブロック１６校中参加、２
回戦敗退

▽平成３０年度日本大学体育大会
　≪バスケットボール高校女子の部≫
　９/ ６（木）予選リーグ
　　本校３０-４０日大二高
　　本校４０-１１日出高

※予選３校中２位で、下位順位決定
戦へまわる

　順位決定トーナメント
　　本校９６-６１日大三高
　９/ ７（金）順位決定トーナメント
　　本校８６-６４日大習志野高
　　本校８５-６７佐野日大高

※結果：参加校１８校１７チーム中第９
位

▽平成３０年度私立中学高校協会第９支部
大会

　９/１６（日）予選リーグ
　　本校６６-９光塩女子高
　　本校３５-２３堀越高
　９/１７（月祝）予選リーグ
　　本校３４-２４杉並学院高
　　本校４８-１６大妻中野高
　　本校２６-３２東京立正高

※結果：予選２ブロック６チーム中
２位通過、決勝トーナメント進出

　９/２３（日）決勝トーナメント
　　本校２６-１３４実践学園高

※結果：参加１６校中ベスト８グループ

■男子バレーボール部
▽東京都高等学校総合体育大会
　１回戦　本校２-０工学院大附
　　　　　本校２-０東京実業
　２回戦　本校２-１東京農大一
　３回戦　本校０-２武蔵野北
▽私学大会（８/１６）
　２回戦　本校２-０広尾学園
　３回戦　本校０-２成城
▽全日本選手権大会一次予選（８/１９）
　２回戦　本校０-２紅葉川
▽杉並区民大会（８/２６）
　１回戦　本校２-０東京立正
　２回戦　本校０-２専修大附属Ａ
▽日本大学体育大会（８/２８、２９）
　予選グループ
　　本校０-２大垣日大
　　本校０-２日大三島
　順位決定戦
　　本校０-２日大東北
▽第九支部大会（９/２）
　予選リーグ　　

　　本校０-２東亜学園
　　本校０-２明大中野
　　本校２-０國學院久我山

■女子バレーボール部
▽インターハイ予選（６/10）
　本校１-２大妻
▽私学大会（８/１６）
　本校２-０早稲田実業
　本校０-２日体大荏原
▽夏季大会（８/１９）
　本校２-０白百合
　本校０-２修徳

■アメリカンフットボール部
▽関東高等学校アメリカンフットボール

大会（５/２６～６/２４）
　１回戦　本校２７-２４埼玉栄
　２回戦　本校１４-１３横浜栄
　準決勝　本校３３-４７足立学園
　３位決定戦　本校２７-１６駒場学園
▽東京都アメリカンフットボール秋季大

会（９/１６～１０/１４）
　３回戦　本校４８－３３日大櫻丘
　４回戦　本校３３－２１日大三
　準決勝　本校２１－３０足立学園
　３位決定戦　本校３７－３６都立西

■男子ソフトテニス部
▽全日本選手権予選（５/２７）
　第５位　木庭　直哉（２Ｄ・深沢中）
　　　　　伊郷　太貴（２Ｃ・清明学園）　　

この結果、全国高等学校総合体育大会
（２０１８彩る感動 東海総体）への出場権を
獲得

▽関東高等学校ソフトテニス選手権大会
（６/３）

　１回戦敗退　木庭　直哉　伊郷　太貴　
▽全日本団体選手権大会２次予選（６/１０）
　ベスト16
　　木庭　直哉　伊郷　太貴  
　　内野　優陽（３Ｂ・松木中）
　　石川　雄聖（２Ｉ・御園中）
　　武政　陽也（３Ｆ・深川八中）
　　松永　拓也（２Ｂ・志村一中）
▽国体選手選考会１次リーグ（７/１６）
　Ｄリーグ第２位
　　木庭　直哉　伊郷　太貴  　
▽国体選手選考会２次リーグ（７/２２）
　決勝Ａリーグ第４位
　　木庭　直哉　伊郷　太貴  
▽全国高等学校総合体育大会
　（２０１８彩る感動　東海総体）（８/４）
　１回戦敗退　木庭　直哉　伊郷　太貴　
▽中野区秋季大会（８/２６）
　優　勝　木庭　直哉　松永　拓也
　第２位　北川　広宙（烏山中）
　　　　　伊郷　太貴
　第３位　鳥羽　慧寛（２Ａ・烏山中）
　　　　　鶴田　洋介

（２Ｇ・秋田大学教育文化学部附属中）
▽新人大会（９/９）
　準優勝　木庭　直哉　伊郷　太貴  
▽第９支部大会（１０/１）
　優勝　川口竜之介（尾久八幡中）
　　　　伊郷　太貴　
　　　　鳥羽　慧寛　石川　雄聖
　　　　木庭　直哉　松永　拓也
　　　　北川　広宙　鶴田　洋介

■女子ソフトテニス部
▽全国総体個人予選（５/１３・２０）
　都ベスト１６
　藤原　美月（１Ａ・稲城三中）・
　林崎菜々子（２Ｇ・深沢中）
▽全国総体団体予選（６/１１）
　都ベスト８
　　本校０－３武蔵野大千代田
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第65回　鶴ヶ丘祭

百花斉放
～かけよう七色の帯～
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